
岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 96

大川茶屋遺跡 1

県道津山加茂線

建設に伴う発掘調査

1 9 9 4 

岡山県教育委具 会



岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 96

大川茶屋遺跡 l

県道津山加茂線

建設に伴う発掘調査

1・9 9 4 

岡山県教育委員会



序

津山市は、古代に美作国府が設置されて以来、岡山県北部の中心都市として栄えてきま

した。最近は、国の地方拠点都市に指定され、より一層の発展が期待されています。県道

津山加茂線は津山市街地から北へ発し、津山市一宮の盆地を通って加茂町に向かいます。

一宮の盆地では大規模な士地区画整理事業がなされ、市が重点的に取り組む「津山市北の

街」づくりが進行しています。また、盆地の東の丘陵には広大な岡山県酪農試験場の跡地

が残されていましたが、ここについても、街づくり事業の一環として、芸術文化ゾーンと

娯楽ゾーンを組み合わせた都市型リゾート拠点となる施設を整備する計画が発表され、県

北活性化の起爆剤として期待されています。

これらの事業にとって重要となるのが県道津山加茂線の存在です。そこで、区画整理事

業の用地内に県道を新設し、市街中心部と「北の街」を結ぶメインルートとして、また、

リゾート施設へのアクセスルートとして整備・活用が図られることとなりました。新設さ

れる県道は酪農試験場跡地の南西端をかすめることとなりましたが、この地点に遺跡の所

在することが事前の確認調査で明らかになりました。このため、やむをえぬ処置ではあり

ましたが、記録保存のための発掘調査を実施しました。

調査の結果については本書に述べる通りですが、津山市では初めての縄文時代晩期の土

城や弥生時代と中世の集落、それに、江戸時代の墓地など、各時代にわたって、さまざま

な遺構が検出されました。先人の足跡に思いをいたしつつ、本書が地域の歴史解明にいく

らかでも役立ち、また、研究の資料として活用していただければ幸いです。•

最後となりましたが、発掘調査にあたり有益なご助言をいただきました岡山県文化財保

護審議会委員の先生方、調査の円滑な進行に協力をいただいた岡山県土木部道路建設課・

企画部リゾート対策室の職員の方々、また、津山市教育委員会弥生の里文化財センターの

職員諸氏、そしてなによりも、発掘調査に関係された地元の方々に厚くお礼申し上げます。

平成 6年11月

岡山県教育委員会

教育長森崎岩之助
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例・ロ

1 . 本書は、主要県道津山加茂線の建設工事に伴い発掘調査を実施した、津山市大田小字茶屋に所在
おおだちゃや

する大田茶屋遺跡の概要報告書である。

2. 発掘調査は、岡山県土木部道路建設課よりの分任事業として、岡山県教育委員会が担当し、実務

については岡山県古代吉備文化財センターが実施した。

3 . 発掘調査は平成 5年 5月 1日から12月 6日まで実施し、調査面積は3557面である。

4. 発掘調査の実施にあたっては、岡山県文化財保護審議会委員 近藤義郎氏•水内昌康氏に現地に

おいて指導• 助言をいただいた。

5 . 墓 1から検出された赤色顔料については、福岡市埋蔵文化財センタ一 本田光子• 宮内庁正倉院

事務所 成瀬正和の両氏に分析・鑑定を依頼した。鑑定結果については論文をいただき、付載と

して掲載している。

6. 発掘調査は岡山県古代吉備文化財センター職員 岡本寛久・山本昌彦・瀧川明徳が担当した。

7. 本書の作成ならびに執筆は岡本寛久が担当した。

8. 出士遺物ならびに図面・写真類は岡山県古代吉備文化財センターにおいて保管している。

凡 例

1 . 本書第 1図「周辺遺跡分布図」は建設省国士地理院発行の 5万分の 1地形図（津山東部） ・ （津

山西部）を複製したものである。

2. 本書の掲載図に用いた北はすべて真北である。

3. 本書の掲載図の高度値は海抜高である。

4. 発掘調査にあたっては、国土座標にしたがってlOm方眼を調査区に設定し、実測を行った。

5 . 第 3章各項の遺構名称の後の（ ）内は発掘調査時の名称を示す。

6 . 掲載図面の縮尺については、建物は100分の 1、土城は30分の 1、土器は 4分の 1に統一してい

る。

7. 建物・柱穴列の方向の角度は30'刻みの概数である。
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第 1章 地理的・歴史的環境

第 1章地理的・歴史的環境

津山市街地は、吉井川と宮川の合流地点を中心に開けた、東西1.2km、南北3.8kmの盆地に展開する。

盆地の東から北にかけては海抜120~160m前後の低丘陵がなだらかなうねりをみせて広がり、幾筋も

の舌状の尾根を派生している。盆地の西は海抜300m程度の小高い丘陵地帯となり、盆地からの立ち

上がりはやや急峻な斜面となる。大田茶屋遺跡は、盆地の北側の丘陵上にあり、派生した尾根筋の先

端に位置する。遺跡の立地するあたりは、北東から南西に派生した尾根筋の先端が、盆地の西側の丘

陵地帯とほとんど接するまでに近づき、その間を宮川が流れている。市街地の盆地はこの狭陰部を北

限とするが、狭陰部を越えて宮川を遡ると一宮の小盆地に入る。この小盆地は中国山地の南裾に位置

し、四周を丘陵に囲まれ、南北l;8km、東西1.2kmの広さをもっている。

吉井川は津山市街地の周辺でいくつかの中小河川と合流しているため、川沿いに平野部が連続して

いく。津山盆地と呼ばれるこの平野部の中心に位置しているのが津山市で、下流では加茂川、上流で

は香々美川・皿川によって形成された平野部と繋がっている。このため、津山市街地のある小盆地の

密閉性は低く、水運なども考慮に入れれば、他地域に対しては開かれた空間といえる。加茂川沿いの

道は鳥取県智頭町に至り、現在JR因美線が走る。吉井川本流は出雲街道として古くからの要路で、

現在は国道179号線となっている。いずれも、山陰地方との密接な交流をうかがわせる。

津山市街地のある盆地周辺で、人間の活動の痕跡が明瞭になるのは縄文時代早期である。岡山県酪

農試験場跡地内の埋蔵文化財確認調査において、早期の竪穴住居が 1軒発掘され、床面から粗大楕円

の押型文土器がつぶれたような形で出士した。大田西奥田遺跡と呼称する。これに続く時代の遺跡は

ながらく途絶えることとなるが、縄文時代晩期に入り、一宮の盆地にある正善庵遺跡から少量の土器

片が出土し、ここで報告する大田茶屋遺跡の調査によって、同期の遺構・遺物が検出されることと

なった。

＾弥生時代になると、宮川の流域では集落が点々と形成されるようになる。前期の遺跡としては一丁

田遺跡や京免遺跡などがあり、前者は後期まで継続され、母集団の一つと考えられている。中期に入

ると谷水田の開拓の進行と相まって、盆地東側の低丘陵上に、かつて「単位集団」と捉えられた小住

居群構造からなる遺跡が次々と立地するようになり、中期後葉に至って爆発的な遺跡の増大をみるこ

ととなる。この頃の遺跡としては、沼遺跡・沼 E遺跡・紫保井遺跡などがある。後期に至って、宮川

流域の低位部に大規模な環濠集落が形成される。京免遺跡がそれで、環濠の外には木棺墓群を伴って
(10) 

いた。大田十二社遺跡のような丘陵地の遺跡も後期に続いて存在していたが、環濠集落との格差は歴

然で、弥生社会の中に不均等が生じていることを示している。後期の集団墓の遺跡としては、下道山
(11) (12) (13) 

遺跡や権現山遺跡があり、下道山遺跡と上原遺跡からは特殊器台形土器が出士している。
(14) 

古墳時代に入ると、津山では集落が途絶えるという傾向が顕著に認められるという。集落の例はま
(15) 

だ無いが、宮川流域の古墳としては、全長46mの前方後円墳である上横野小丸山古墳、帆立貝式の大
(16) (17) (11) 

野木塚古墳、大形古墳と推定される十六夜山古墳、方墳の下道山南古墳などがある。

奈良時代になると、和銅 6年 (713) 年に備前国の北 6郡を割いて美作国が設けられ、これに伴っ
(18) 

て国府が宮川流域の盆地に造営されることとなる。美作国府跡の発掘調査によって、政庁の主要建物

と考えられる遺構が検出され、前身の苫田郡（評）術に伴うとみられる遺構も出土している。
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第 2章第 1節調査に至る経過

第 2章調査の経緯

第 1節調査に至る経過

県道津山加茂線は津山市街地に発し、北行して津山市上河原・一宮境の狭陰部から宮川の西岸に

沿って延びる。やがて、宮川の上流にあたる横野川の谷伝いに遡り、加茂町に至る。宮川沿いの道路

は蛇行して狭く、交通の難所となっている。宮川の東岸の東一宮地区において、大規模農道の南側の

水田地帯を区画整理する事業計画が昭和62年度に具体化し、その計画の中に、県道津山加茂線の付け

替え道路も含まれることとなった。また、津山市小原・上河原地区における県道の新設・拡幅工事も

同時に進行し、今回の調査対象地となった酪農試験場の南西端に架かる農場橋の架け替え工事部分が

取り残される形となった。

一方、岡山県津山酪農試験場も、行政改革の一環として実施された諸機関の統廃合に伴って、平成

元年に旭町に新設された岡山県総合畜産センター（まきばの館）に吸収されることとなり、 28.Sha

にのほる広大な跡地が残されることとなった。この跡地の利用をめぐっては、岡山県や津山市の間で

z

①
 

＼ 

100m 

第2図 調査区位置及び周辺地形図 (S= 1 /2000) 
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大田茶屋遺跡 1

さまざまな議論がなされ、平成 5年 1月に県北の都市型リゾート拠点として整備する案が発表された。

酪農試験場内では過去に弥生土器が採集されていて、周知の遺跡（酪農試験場地内遺跡）として全国

遺跡地図にも掲載されていた。また、第 1章でも述ぺたように、周辺の連続する丘陵端部には点々と

遺跡の所在が確認されていた。このため、整備計画の実施にあたっては、酪農試験場跡地内の遺跡の

詳細な分布状況を把握することが必要と判断された。このため、県教育委員会文化課と県企画部リ

ゾート対策室との協議において、試験場跡地内全域で試掘溝（トレンチ）を発掘する遺跡確認調査を

実施することとした。この調査は平成 4年度末から 5年度にかけて実施され、県道予定路線内におい

ても丘陵の全域にわたって遺跡の存在が明瞭となった。このため、県土木部道路建設課との協議の結

果、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。

調査体制

岡山県教育委員会

教育長 森崎岩之助

教育次長 黒崎一秀

岡山県教育庁文化課

課長 渡辺淳平

課長補佐

文化財保護主事

高畑知功

亀山行雄

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賓

総務課長

総務課長補佐

北原求

小西親男

教育次長

課長代理

主査

次長

調査第一課長

岸本憲二

松井新一

時長勇

葛原克人

正岡睦夫

調査第一課長補佐 岡田博
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第 2章第 2節調査の経過

主査 石井茂 文化財保護主査 岡本寛久（調査担当）

文化財保護主事 山本昌彦（調査担当） 主事 瀧川明徳（調査担当）

第 2節調査の経過

県道津山加茂線の建設に伴う発掘調査は、計画路線内に入る試験場跡地全域を対象として実施され

ることとなったが、既存の生活道路部分については当面除外じ、丘陵の北側斜面についても人為的な

指面掘削による破壊が明瞭なため対象外とした。また、丘陵の南西斜面については、立木伐採等の問

題もあったため、調査の進行過程で対象とするかどうかの判断を下すこととした。このような考えの

もとに、第 2図に点々で示した範囲について全面的な発掘を行った。調査の記録にあたっては、第 3

図に示すように、発掘地区を覆うように国土座標にしたがったlOm方眼を設定し、既存の道路によっ

て分断された各地区を、丘陵の先端から 1区・ 2区・ 3区と呼称することとした。

調査地区周辺は牧草地として利用されていたが、その造成にあたっては、丘陵頂部を削平し、その

土で谷部を埋め立てたと思われる。確認調査のトレンチ観察によれば、丘陵頂部では厚さ30cm前後の

造成士の下は黄褐色の粘土ないしは砂礫の基盤層がいきなり現れ、丘陵の斜面下方でl日表士の黒色粘

質上（黒ボク）の残存が確認された。調査地区はほとんどが丘陵頂部にあたっていたため、重機を使

用して造成士を除去し、基盤層の上面で遺構の検出作業を行った。 2区では、谷頭が中央付近にか

かっていたため旧表土が一部残存していたが、その上面での遺構の検出は困難なため、この部分につ

いても旧表土のかなりを重機で除去した。なお、造成土や旧表土からの遺物の出土はほとんどみられ

なかった。

前述のように、遺構検出面はほぽ一面であったため、造成土除去後は 3区から順次遺構検出作業を

始め、検出した遺構については平行して掘り下げを行った。調査地区は最近の削平を受けていたため

か、遺構の多くは柱穴か小規模な士堀で、また各時代の遺構が同一面から出士したため、その構成を

復元することは難しかったが、調査時に建物と確認された柱穴については半割による断面観察を行い、

土城についても長軸方向での半割を実施した。丘陵の南西斜面については、調壺の結果から判断して

遺構の存在する可能性がないと考えられたため、発掘区の拡張は行わなかった。遺構の実測にあたっ

ては、 2区と 3区ではlOm方眼の中をさらに lm方眼に細分し、定規を使用して記録を行い、 1区で

は平板による記録を実施した。ただし、土堀については半割面にそって基準線を設定し、定規によっ

て実測している。

発掘調査終了後は、岡山県古代吉備文化財センターにおいて図面・写真資料の整理と遺物の洗浄．

復元・実測を実施し、報告書の作成作業を行った。

調査日誌抄

平成 5年5月 1日

5月24B

6月25日

7月26日

8月 1日

10月26日

12月 6日

3区より重機による表士剥ぎ開始。 3区遺構検出作業開始。

2区遺構検出作業開始。

3区発掘調査終了。

1区遺構検出作業開始。

2区調査区拡張。

2区発掘調査終了。

1区発掘調査終了。
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大田茶屋遺跡 1

第 3章調査の結果

第 1節遺跡の概要

遺跡は舌状の丘陵先端部に位置しているが、今回発掘調査を実施したのは、その頂部平坦面の北半

部分にあたる。この部分は、前述したように最近の削平による破壊を受けていて、牧草地の造成土を

除去すると、ほとんどの部分で地山基盤層が露出した。基盤層は、第 4図に示したように粘質士の部

分と砂礫土の部分に分かれるが、粘質士は砂礫土のたわみ部分に堆積したものであり、すこし掘り下

げると砂礫土が現れる。遺構の残存状況は削乎によってあまり良好ではなかったが、それでも多くの

柱穴や土堀を検出することができた。これらの遺構のほとんどは基盤層の粘質土部分に集中し、中

世・近世の遺構がわずかに砂礫土を掘り込んで作られていた。

検出された遺構のほとんどが柱穴のために出土遺物が少なく、また、検出面が基盤層上面の一面だ

けであったため、遺構の年代比定は困難であった。遺構埋士の分類による検討も行ったが、明瞭な規

則性は見いだせなかった。このために、形態的な類似に注意して年代比定を行い、遺構間の位置関係

なども判断の材料とした。将来、隣接地での調査が予定されているため、 • よっては年代比

定に変化の生じる可能性も考えられる。遺構の年代は、縄文時代晩期、弥生時代中期・後期、古代、

中世、近世以降と幅広く、複合遺跡の様相を示している。このうち、弥生時代と中世には集落が営ま

れていたとみられ、近世には屋敷地となっていたと考えられる。

各時代における遺構の分布状況をみるとかなり変化があり、それぞれの時代での遺跡の性格を表し

ていると思われる。縄文時代の遺構は1区のみに認められ散在している。弥生時代の遺構は 1区と 3

区にぁり、 1区では後期の、 3区では中期の遺物を主として出土することから、集落の移動を考えさ

せる。古代の遺構は 1区の一隅にあって孤立してる。中世の遺構は 1-3区の全域に分布し、一つの

村落を形成していたのではないかとさえ考えられる。近世以降の遺構は 1区の北東端から 2区の東端

にあり、江戸時代には一つの屋敷が墓地を伴って存在していたと想定される。そして、周辺は酪農試

験場が開設される以前まで農耕地として開墾されていたようで、用水路の痕跡とみられる溝や暗渠が

検出されている。

以下、時代にしたがって各遺構の概要について述べる。

ー

□粘質土

□砂礫土

。
50m 

第4図 調査区内地山地質図 (S= 1 /1200) 
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第 3章第2節縄文時代の遺構・遺物

第 2節縄文時代の遺構・遺物

縄文時代の遺構は土城が 3基で、 1区に散在している。いずれの土壊からも晩期の土器片が出土し

ていることから同期の遺構と考えられる。ただ、土器編年的にはすこし幅があり、厳密にはすべてが

同時に存在したとはいえない。少なくとも 2時期にはわたるため、遺跡がある程度の継続性をもって

いたと考えられる。縄文時代の土墟の埋土は弥生時代や中世の柱穴の埋士と類似し、目立った特徴が

ないため、縄文時代の柱穴の存在も推定されるが、確認できていない。

土堀 1(P 104) (第 8 • 

9図、図版11)

I 03区の北半中央に位置

する。長径63cm、短径54cmの

円形に近い平面形をもち、深

さは20cmを測る。埋土は黄褐

色粘質土斑暗灰褐色粘質土

である。堀内から縄文時代晩

期の土器片が少し出土した。

図示した遺物は 2点であ

る。 1は深鉢形土器で、ロ

縁端部を丸くおさめ、端部

から少し下がった外面に突

帯を貼り付けて刻み目を入

れている。内外面ともにナ

O' 
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第 7図縄文時代遺構配置図 (S= 1 /800) 

71 1Dgn 

デ調整。 2は、小片のため

いささか不明瞭ではあるが、

浅鉢形土器の口縁部から頸

部ではないかとみられる。

ロ縁部を屈折させ、外面に

第 9図 土堀 1出土土器 (S=1 /4) わずかに肥厚させている。

内外面にはヘラミガキらしい調整痕を残している。

出土した土器から判断して、士城 1の時期は沢田式期に近いのでは

ないかと考えられる。

第 8図土堀 1 (S = 1 /30) 土撰2(No54) (第10・11図、図版 1・11)

G05区の南西部で検出された。平面形は不整形な楕円形をしているが、これは北半が基盤層の砂礫

土部分にかかっていたためにうまく発掘できなかったせいかもしれない。長径112cm、短径73cm、深

さ42cmを測る。城壁の傾斜は急で、底面は平坦に近い。埋土は 2層に分けられ、上層の暗灰褐色粘質

土には多量の炭粒やいくらかの土器片を含み、下層の灰黄褐色粘質土は上層より粒子が粗く、粘性も

弱い。堀内には図示したようにたくさんの礫が投棄されていたが、下層に密集していた。礫の大きさ

は拳大から長径25cm程度のものまでで、一人で持てる大きさであったが、同一固体の破片と思われる

- 9 -



大田茶屋遺跡］

126.50111_ 

゜
lm 

1. 暗灰褐色粘質土（炭粒大量）

2. 灰黄褐色粘質土

第10図 土塘 2 (S = 1 /30) 

ものも認められた。石材は多種多様で、

形士器の両者が出土している。

遺物には土器と石器があり、上層からの出土が~:まとんどである。士器では深鉢形土器と精製の浅鉢

3-6は深鉢形士器で、波状の口縁部をもち、

し、頸部から胴部にかけての屈折部分に横走する爪形文を飾っている。

部の下端にかけて縦方向に 2条爪形の圧痕を連続させる。頸部の内外面はナデ、胴部の外面はヘラケ

ズリで調整されている。 7は浅鉢形土器で、内外面ともヘラミ

ガキを施している。石器では石鏃が出土し、打製石鍬の材料とされる緑色片岩の破片もみられた。石

鏃はサヌカイト製で、平基式の三角形鏃である。尖端を欠損しているが、長さ20.5mm、幅17.0mm、厚

4と5は同一の固体の可能性が強い。

さ2.7mm、重さ0.85gを測る。
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土堀 2 出土土器•石器 (S=l /4・1 /2) 

また、熱をうけて赤化したものがわずかにみられた。

• な......-". 名

繁匹累…
疇i蕊ャ・全~;予:f~·~:;:心

沼 .Ii.・'、 ’・年文・・・.. ·• 
やや．：池？姿笠―~('..;..!,_け、セ·.·.....

·、,•:

... -,;.,, 翌翌翌'
•『ク響•... 

... , ぷ：:: .. 
平窯さ,,,~:-,

・.. _.., .. ・；唸泊？・ヽ,.ベ:s喰ぶ宍ぶ
f喝鱗

¥-

耐蜘バ
5 

武嚢疇

鴫／
閉cm

さらに、

ふ；~, ー

＼こ忍．
白枷~:,呟．豆竺f':ft./,:ヤ．．
ぷダぶ:・s・・-..... ,,: —_., ,'● ＼ヽ宝；、.・・,.,・.-.. .-,._,_ . .,.,. __ , ,·_.-_y;.•, • .. _., ．ヽ．

•.·、．: ・ ．ヽ・:; ぷ知.''.シ‘

．．． ・・ぶ:;・・

灼i.:.-；；誌

鬱，』ご-i-二

T

“"＂¥、
3

ーs
 

餞ヽ一
0 2叩一

口縁端部に刻み目を施

ロ縁の山状部から顆

~ 
／
 戸／

。
lm ＼

 
1 . 暗灰褐色粘質土（炭粒多温）

1'. 暗灰褐色粘質土（炭粒大獨）

2 . 灰黄褐色粘質土

／
1
2
0
 

ゃ

第12図 土壊 3 (S = 1 /30) 第13図
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第 3章第 2節縄文時代の遺構・遺物

出士した土器から判断して、土城 2は晩期の谷尻

式期の所産と考えられる。 .• 

土壊 3 (No57) (第12-14図、図版 1・11・12)

G07区の北端中央付近で検出された。士城 2から

は25m離れている。平面形は隅丸の方形を呈する。

長軸96cm、短軸85cm、深さは72cmである。城壁は垂

直に近く、底面はほぼ平坦になっている。埋土は 2

層で、上層は暗灰褐色粘質土、下層は灰黄褐色土で

S 2 ある。上層には士器の大形破片と炭粒が多量に含ま

S 3 

S 4 

れている。この炭粒の量と土粒の粗さから上層は細

別が可能である。下層でも中心付近では炭の大粒が

含まれているが、この層の特徴は多量の礫を包含し

ていることである。長径10-20cmの礫がほとんどだ

が、なかには長径45cmの大礫もあった。土堀 2の礫

と比べると、数は少ないものの、より大きなものが

目立った。石材は多種多様で、被熱によって赤化し

た礫がかなりみられた。土城 2の礫とよく類似した

礫も含まれていた。

遺物は土器と石器で、上層から出土している。

士器では浅鉢形土器の大形の破片が目立った。図

示したものはすべて浅鉢形土器で、 8と9は同一個

体の可能性もある。また、 10も頸部・体部境の屈曲

部の形状の相違から図示したが、あるいは同一かも＾

しれない。 8は水平な口縁に、 M字状の突起を飾っ

ている。口縁端部は内側へ大きく肥厚させて丸くお

さめ、その下端は沈線状をなす。内外面とも横方向

のヘラミガキで丁寧に調整され、外面にば煤の付着

が認められる。 9・10も内外面ヘラミガキで、外面

に煤の付着がみられる。 10の外面の頸部と体部の境

第14図 土壊 3出土石器 (S=1 /2) にはヘラ描きの沈線を 1条巡らせている。 11は体部

の破片で、下端は底部に近く、粘士紐の接合面で剥離している。外面は縦方向のヘラミガキ、内面は

上半が横方向、下半が縦方向のヘラミガキである。 12は底部である。調整痕は不明瞭。

石器では打製の石鍬が出土している。 S2は完形品で、長さ88.5mm、幅46.0mm、厚さ 13.0mm、重さ

74.5 gを測る。片面に自然面を大きく残し、刃部と側辺に調整を加えている。石材は緑色片岩である。

S 3とS4は石器とは認めにくいが、その形状から石鍬の欠損品あるいは未製品の可能性があるので

図示した。いずれも緑色片岩製である。 S3は長さ89.0mm、幅48.0mm、厚さ 9.0mmを測り、 S4は長

さ97.0mm、幅37.0mm、厚さ10.3mmである。

土城 3の時期も、士城 2との類似ゃ・出土土器から判断して、谷尻式期と考えられる。

- 11 -



大田茶屋遺跡 1

第 3節 弥生時代の遺構・遺物

弥生時代の遺構は 1区と 3区に分かれて所

在している。後述するが、 3区の住居の時期

が中期であるのに対し、 1区の住居の時期は

後期であり、時期を異にする二つの集落が谷

頭を挟んで立地していたと考えられる。

1区の遺構は、竪穴住居 l軒と掘立柱建物

8棟、それに土城 l基と配石土城墓 1基であ

る。建物の柱穴からの出土遺物はほとんどな

く、その規模や構造・配置から弥生時代の遺

構と判断した。このように年代比定は困難で

あったため、住居との同時性に疑問もあるが、

住居と建物との数の比率が通常の集落跡とは

かなり相違していることが注意される。 1区

からは中期の土器片も出士しているため、あ

るいは一部に中期の建物も存在していたこと

が考えられ、 3区の住居群と谷を隔てて倉庫

群が立地するという集落構造を想定すること

も可能ではあろう。しかし、 1区の柱穴から

は後期であることが明瞭な土器が出土してい

て、後期の建物の存在はより確実である。

3区の遺構は竪穴住居 2軒と土堀 1基であ

る。住居は同規模で棟の方位も等しくし、き

わめて接近していることから建て替えによる

新旧の 2軒とみられる。土壊は、その規模か

ら考えて貯蔵穴ではないかと思われる。酪農

試験場跡地内におけるトレンチによる確認調

査では、 3区から北東方向に広がる丘陵上部

平坦面で、柱穴や弥生時代中期の貯蔵穴が検

出されていることから、この集落は 3区から

北東80m付近にその中心があり、 3区は集落

の南西端に位置しているものと考えられる。

住居 1 (No50) (第16・17図、図版2・4)

H02区で検出された。竪穴住居跡であるが、

後世の削平が竪穴の床面下まで及んでいたた

め、中央穴と環状にめぐる柱穴が検出されたにとどまる。主柱は 6本と考えられるが、 4本の柱で重

E
0
~
 

~ 

‘‘ a 

s、

/
3
 ふ、

＊ 

o!!' ヽ

＊ 

亨 ;. i,. 

＊ 

口戸丑1,0, 
＊ 

0 1-

＼ヽ
＊ 

---•"—-
I 

(
O
O
O
O
l
 

11s 
図
醒
涵
髯
頸
ギ
営
姐
活

図
g
一範

複が認められ、建て替えのあった可能性が強い。 2本の柱では 3穴の重複がある。柱穴の規模は長径
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1. 暗褐灰色粘質土

2. 暗灰褐色粘質土

3. 含炭暗灰褐色粘質土

4. 黄褐色粘土斑褐灰色粘質土

5. 暗褐灰色粘質土

第 3章第 3節弥生時代の遺構・遺物

42cm~55cm、深さは

もっとも深い柱穴 5で

57cmを測り、もっとも

浅い柱穴 4とは23cmの

高低差がある。柱穴の

埋土は、黄褐色粘質士

斑暗灰褐色粘質土のも

のが多いが、灰黄褐色

粘質土もある。中央穴

の平面形は不整形な隅

丸の長方形をなし、長

軸90cm、短軸76cmを測

る。城壁の傾斜は急で、

底面はわずかに傾斜し

た平面となっている。

穴の深さは39cmで、柱

穴と大きく変わらない。

南隅に深さ 8cmの段が

ある。中央穴の埋土は

5層に分かれ、 1層か

“
 

D
 

1m 

ら3層までは炭粒を含

む。 1層には大形の、

3層には多量の炭粒が

認められる。 3層と 4

層には地山の黄褐色粘

土塊が多く含まれてい

る。

出土遺物は僅少で、

中央穴と柱穴 1・5・

第16図住居 1 (S = 1 /80・1 /30) 10から土器片が出土し、

中央穴からは石鏃も 1点出土している。丹塗りの土器片がある。図示したも｀ のは甕形土器の底部と思われる。外面はハケ、内面はヘラケズリで調整され

13 ている。
~i I..._,., Jgn 

第17図住居 1出土土器
遺物の示す年代や中央穴の規模などから、住居 1の時期は後期と判断され

(S=l/4) るが、石鏃の出士をもって後期の前半とすべきであろうか。

住居 2 (No 1) (第18・19図、図版 3・12)

Al6区の南半から B16区にかけて位置する。 4基の柱穴がやや不整形ながらも方形に配置されてい

る。南西の柱穴は最近の暗渠によってかなり破壊をうけている。後述する住居 3'との関係などから判

- 13 -



大田茶屋遺跡 1

断して、竪穴住居跡が後世の削平を受けて柱穴のみの残存になったものと考える。

柱穴は長径30-34cmの円形で、深さ22-42cmを測り、直径15-20cmの柱痕跡を確認した。南東柱穴

のみは長径50cmと大きかった。柱穴の配置をみると、南東柱穴が方形規格から南に少しずれている。

このため、柱穴間の距離は、西辺の302cmに対して、東辺は320cmと長い。北辺、南辺はともに286cm

と等しく、東西辺よりは短い。西辺の示す方位は真北よりわずかに西へ振っている。削平が著しかっ

たためか、中央穴は確認できなかった。住居 1のそれよりも浅いものであったかもしれない。

遺物は南東柱穴と北東柱穴からごく少量出土した。図示した土器は南東柱穴出土である。ともに甕

形土器の小破片である。口縁端を上下に拡張させ、端面に14は2条、 15は3条の凹線を巡らせる。内

外面ともに荒れて調整手法は不明である。これらの土器の年代は中期中葉と考えられる。

住居 2の時期は出土した土器や住居 3との関係から中期中葉の新しい段階に位置づけられる。

住居 3 (No 2) (第20・21図、図版 3・12)

B 16区で検出された。 4基の柱穴が方形に配置され、柱穴間の距離は、東西が286cm、南北は308cm

を測り、住居 2と相似している。柱穴の規模は、平面円形の長径が26-42cm、最深で32cmである。柱

痕跡は明瞭で、直径15-24cmあり、北西柱穴では、柱痕跡の中に土器 (16) の大形破片が詰まってい

た。住居 3でも南東の柱穴が他に比べて大きく、住居 2との類似性が際立っている。西辺の方位は真

北から少し西に振り、住居 2とほぽ平行する。住居 2の南辺と住居 3の北辺との距離は3.3mと接近

し、屋根の構造からして同時の存在は困難であろう。津山市域では、押入西遺跡を代表例として、弥

生時代中期の集落跡で近接して 2軒の住居跡が検出されることが多く、大田茶屋遺跡もその例にあた

るのではないかと考えられる。

4基の柱穴すべてから土器の出土をみている。 16は壺形土器で、北西柱穴の柱痕跡内より口頸部か

ら胴部の上端にかけての破片がかなりまとまって出土した。口縁部は大きく外反させ、上面が水平面

となっている。この水平面と頸部内面との境には突帯の巡っていた可能性が高い。水平面には櫛描き

D 2m 

1. 黒褐色粘性砂質土 3. 暗灰褐色粘質土

2. 黄褐色斑灰褐色粘質土

第18図住居2 (S = 1 /80) 

の波状文が飾られている。頸部の下半には 7条か

らなる凹線文を施し、胴部の上端にも櫛描き波状

文がかすかに残存している。頸部外面の調整はハ

ヶ、内面はナデ。胴部内面には指頭圧痕が顕著で、

ハケがみられる。 17・18は甕形土器で、 17は北西

柱穴、 18は北東柱穴から出土している。いずれも

ロ縁端部をわずかにつまみ上げている。口縁部は

戸ーr-~,

~f-一鸞
15 

閉an

第19図住居2出土土器 (S=1 /4) 
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第 3章第3節弥生時代の遺構・遺物

。
2m 

1. 黒褐色粘性砂質土 2. 褐色粘性砂質土

3. 淡灰褐色斑黄褐色粘質土

第20図住居 3 (S = 1 /80) 

\~ 

16 

l;ii ¥¥ 
戸ーロ璽―尺

18 

____}Jcm 

第21図住居3出土土器 ($=1/4)

ョコナデ、胴部内面はハケによる調整がなされている。 17の胴部外面はヘラミガキを施すようで、 18

の外面はナデ調整のようである。これらの土器の示す年代は中期中葉の中頃から新しい段階と考えら

れる。

住居 3の時期は、同一ともいえる相似性をもつ住居 2と連続することは確実で、出土した土器から

判断すれば住居 2に先行すると考えられる。したがって中期中葉の中頃が妥当かとみられる。

建物 1 (No30) (第22図、図版4)

I 03区と I04区とにまたがって検出された、 2間X1間の掘立柱建物である。柱穴は円形で、長径

31-37cmを測る。残存状況は悪く、もっとも深いものでも22cmにすぎない。埋土は黄褐色斑暗灰褐色

粘質土である。建物の規模は梁間293cm、桁行361cmで、面積は10.6m2となる。桁行の中央柱穴は南に

ずれている。棟の方向は N-47°30'-Wを測る。北桁行の柱穴から弥生土器片が出土している。

建物 2 (No29) (第23図、図版4)

H03区と I03区にまたがる掘立柱建物である。 1間

X 1間で、梁間190cm、桁行374cm、面積は7.1面を測

る。梁間と桁行の比率は 1: 1.97となる。棟の方向は

N -33°30'-Wである。柱穴は円形で、長径が47-

56cmあり、最深のもので28cmにすぎない。北西の柱穴

では柱のめり込みが認められ、直径22cmを測った。埋

土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。北東柱穴から弥

生土器の小片が出土した。

建物 3 (No40) (第24図、図版4)

H03区の南東部に位置する 1間X l間の掘立柱建物

である。梁間234cm、桁行312cmを測り、その比率は 1

: 1.33となる。床面積は7.3面である。棟の方向は N

璽]
4
眉 望

0 2m 
●●●●  

1. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

第22図建物 1 (S = 1 /100) 
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大田茶屋遺跡 1

1. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

第23図建物 2 (S = 1 /100) 

-32゚30'-Wで、建物 2とほぽ平行していて、南桁

行と建物 2の北桁行との距離はわずか30cmにすぎない。柱穴は円形で長径29-39cm、最深20cmを測る。

建物 4 (No43) (第25図、図版4)

］．黄褐色斑暗灰褐色粘質土

第24図建物3 (S = .l /100) 

H03区の東端から H04区にかけて検出された。 1間X 1間の掘立柱建物で、梁間162cm、桁行410cm、

面積6.6対を測る。梁間と桁行の比率は 1: 2.53となる。棟の方向は N-37°30'-Wである。柱穴は、

北東と南西が方形、南東と北西が円形に近い。長径は36-52cm、最深で40cmとなる。北梁間の柱穴で

は柱痕跡が確認され、 23cmを測る。埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

建物 5 (No44) (第26図、図版4)

H03区の北半に位置する 1間X 1間の掘立柱建物である。規模は、梁間184cm、桁行324cm、面積

6.0面を測る。梁間と桁行の比率は 1: 1. 76である。棟の方向は N-36°-Wで、建物 4とほぼ平行す

る。南梁間と建物 4の北梁間との距離は1.25mと近接している。柱穴は円形ないし楕円形で、長径47

-60cm、最深33cmを測る。埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

建物 6 (No35) (第27図、図版4)

G04区の南端で検出された 1間X 1間の掘立柱建物で、建物 7と重複している。梁間186cm、桁行

398cm、面積は7.4対である。梁間と桁行の比率は 1: 2.14となる。棟の方向は N-90°-Wを測る。

柱穴は円形で、長径36-48cm、深さは 2-21cmと遺存状況は悪い。埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土。

r
 囀

[
 

|
 

No-¥410 
，
 

呻 m

？、、、ヽ I I ,I I、秤

1. 暗褐灰色粘質土 2. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

第25図建物4 (S = 1 /100) 

0 2m 一
第26図建物5 (S =・1 /100) 
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第27図 建 物6 (S = 1 /100) 

建物7 (No36) (第28図、図版4)

第 3章第 3節弥生時代の遺構・遺物

鴫

1. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

第28図建物7 (S= 1 /100) 

G04区の南東隅に位置し、建物 6と重複する。 1間X 1間の掘立柱建物で、梁間196cm、桁行408cm、

面積8.0面の規模をもつ。梁間と桁行の比率は 1: 2.08である。棟の方向はW-62°-Nを測る。柱穴

は円形で、長径40-5lcm、最深で 9cmとごく浅い。埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

建物 8 (No39) (第29図）

H05区と H06区にまたがって検出された掘立柱建物である。 1間X 1間で、梁間180cm、桁行412cm、

面積は7.4面を測る。梁間と桁行の比率は 1: 2.29となる。棟の方向は N-9°30'-Wである。＇柱穴

は円形か楕円形で、長径48-73cm、深さは31-38cmである。南東柱穴を除き、柱痕跡が確認され、そ

の幅は20cm前後を測る。すべての柱穴から土器片が出上し、弥生土器と考えられるものがある。

土壊4 (No47) (第30図）

J 03区の中央東端に位置する。不整形な円形で、長径89cm、短径81cmを測る。城壁の傾斜は一様で

なく、西側は緩い。底面は少しくぼんだ平面となっている。深さは28cmである。この土堀は明瞭なか

たちでは検出できず、また、遺物もなかったことから、他の中世の土墟とは時代を異にすると考えら

れるものの、弥生時代の遺構とは断言できない。埋土には黒褐色粘士の小さなブロックを含む。

二--<6_1

1. 黒褐色粘質土

2. 黄褐色粘質土

第29図 建 物 8 (S = 1 /100) 

土壊5 (No 4) (第31図）

A16区の中央で検出された。平面形は楕円形

で、長径106cm、短径74cm、深さは67cmを測る。

城壁の傾斜は急で、底面はかすかな凹面となっ

ている。埋土は暗灰褐色粘質土である。出土遺

物はごくわずかな土器片だが、弥生士器とみら

れるものがある。土城 5は住居 2の北1.5mに

位置しているため、住居の残存状況から推測す

ると、土城 5の深さは100cmを超えていたと考

えられる。その形状からすると貯蔵穴のような

用途が想定される。

墓 1 (No42) (第32図、図版4)

J 03区の南東部に位置する。長方形の墓壊内

- 17 -



大田茶屋遺跡 1

126JOm 

。
Im 

の縁辺部に石を積み上げた配石土城墓である。墓城の長軸方向は

N-48°-Wで、墓城の短辺は南東側が北西側より広くなってい

る。墓城の規模は、長軸141cm、南東短辺幅84cm、北西短辺幅

73cmを測る。内法では長軸132cm、短軸62-77cmとなる。墓城の

底部は平坦に近いが、中央付近がもっとも深く、北西短辺側は南

東短辺側より 3cm高い。墓堀の深さは14cmであるが、配石の頂点

からは21cmとなる。配石は北西短辺側と北東長辺側の南半に密集

がみられ、南東短辺側には石が置かれていない。配石の密集部分

では 2-3段に石を積み上げている。石材には割石と河原石の両

方が使用されていたが、多くが河原石だった。石の大きさは長径
1. 暗灰褐色粘質土

2. 暗灰黄褐色粘質土
10-30cmで、 15cm程度のも

3. 灰黄褐色粘質土斑暗灰黄褐色粘質土 のが多数を占めていた。埋

第30図 土堀4 (S = 1 /30) 土は暗灰褐色粘質土である。

埋土中から赤色の顔料の粒が検出され、第32図に示すように

点々と集中が認められた。顔料は床面に付着したものもあった

が、床面から 5cm程浮いているものもみられた。付載で述べら

れるように、この顔料は水銀朱で、顕微鏡による観察では骨片

に付着していることが確認されたことから、この遺構は埋葬施

設としてよい。木棺痕跡は認められなかったが、配石の状況か

らみて木棺が使用されたと考えられ、木棺の規模は長さ110cm、

幅40cm程度と推定される。出土遺物がまったくみられなかった

ため、墓 1の確実な年代はおさえられないが、遺構の形態や周

辺の状況から考えて、弥生時代後期の遺構

と推定される。

遺構に伴わない遣物（第33図、図版12)

いずれも 1区の柱穴から出土していて、

後期の土器と考えられる。 19は甕形土器で、

胴部内面は上端までヘラケズリされる。 20

は口縁の小片で端部の拡張は小さい。 21は

壺形土器の底部か。外面はヘラミガキ。

19 

---:::3 
20 遭

21 

128.lOm 

cuL 
m
 

l
i
 

第31図土堀5 (S = 1 /30) 

1
2
8
.
l
Q
言

ゃ

。
lm 

第33図 1区出土土器

(S = 1 /-4) 第32図募1 (S = 1 /30) 
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第 3章第4節 古代の遺構・遺物

第 4節 古代の遺構・遺物

古代の遺構は 1区の北東部に集中して検出された。柱穴列 2列と柱穴 1基にすぎない。柱穴列から

はなんらの遺物も出土せず、埋土が近接する近世遺構のそれと類似し、大きな礫を包含する柱穴が

あったことから、検出当

初は近世の遺構と考えて

いた。しかし、柱穴とし

ては規模が大きく、平面

形が方形に近いものが

あったり、底に礎石を持

つものもあり、これらの

形態的な特徴から古代の

遺構と判断した。しいて

言えば、古代でも奈良時

代に属するものではない

かとみられ、確認調査の

トレンチではその時代の

土器片が 1区から出土し

OI+ 
6
 

＋ ＋ ＋
 

N-
—I~\-

＋
 

＋
 

＋ ＋
 

+ ＋ 

J一ヽ ＋ ＋ +,-~ 

10 20m 

+ F-

第34図古代遺構配置図 (S= 1 /800) 
ている。

柱穴列 1 (No58-60) (第35・36図、図版8)

G06区の北端から F07区の西端にかけて1列に並ぶ 3基の柱穴を検出した。検出面では、各柱穴と

もに長径25-45cmの大きな礫が複数個包含されているのが確認され、さらに柱穴を掘り下げると、そ

れぞれに底面に礎石を据えていることが判明した。この 3個の礎石は直線で結ぶことができたが、礎

石間の距離は南が330cm、北が400cmと異なっていた。この直線の方向は N-31°30'-Eを示す。

北側の柱穴は隅丸の長方形を呈し、長軸103cm、短軸80cm、深さは34cmを測る。穴の上半には長径

27-37cmの礫が4個置かれていた。礫を取り去ると直径12cmの柱痕跡が現れ、その直下には長径24cm

の平たい礎石が底面に接して据えられていた。中央の柱穴は円形で、長径105cm、短径95cm、深さ

46cmを測る。穴の上半の礫は 2個で、長径は43cmと45cmである。柱痕跡は直径15cm、礎石は長径35cm

であった。南側の柱穴は不整形な方形で、長軸97cm、短軸89cmの規模で、穴の上半には 9個の礫が重

なるように置かれて

いた。礫は長径25-

35cmのものが多かっ

た。柱痕跡は確認さ

れず、長径44cmの礎

石が南隅に片寄って

座っていた。

3基の柱穴の状況

はよく類似している。

誓〗330 拿 ／ 
血

ICSO. ... , 
.e恰

。
2m 

第35図柱穴列 1 全体図 (S= 1 /80) 
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126.50m 126.50m 

Bカ ~ -= _D'c~ 1'77777, c・ D 

c・ D-
o・ 

。
lm 

1. 褐灰色粘質土斑灰黄褐色粘質土 1. 褐灰色粘質土 1. 暗灰褐色粘質土

2. 黄褐色粘土斑灰褐色粘質土 2. 黄褐色粘土斑灰褐色粘質土

第36図柱穴列 1 各柱穴図 (S= 1 /30) 

北側柱穴では上半の礫が柱痕跡の上に乗っている。この

ことから、上半の礫を礎石の根石とみて、掘立柱から礎

＼ 
-G-D--@-

ニ冒
01 

2m 

石立ち建物への転換を考えられないだろうか。

柱穴列 2 (No66) (第37図、図版 8)

G06区の北東隅にあり、柱穴列 1と交差している。規

模と埋土を等しくする柱

穴が対で検出された。柱

第37図柱穴列 2 (S = 1 /80) 穴間の距離は300cm、柱

穴を結ぶ直線の方向は N-52゚30'-Wである。西柱穴は方形で、長軸

32cm、短軸26cm、深さ12cmを測る。東柱穴は円形で、長径38cm、短径

33cm、深さ23cmとなる。埋土は黄褐色粘質士斑淡灰褐色粘質土である（

出土遺物はない。

柱穴 1 (No62) (第38図）

F07区と G07区との境界に位置する。縄文時代の士堀 3を破壊して

掘られている。平面形は不整形な長方形をなす。長径80cm、短径53cm

-・ ● ● ● 
126.30m 

"'/ 
。

lm 

を測る。底面は 2段になり、深い部分に平らな礎石が2個置かれてい
1 . 暗灰褐色粘質土

2. 黄褐色粘土斑暗灰褐色粘質土

る。礎石の上で直径16cmの柱痕跡を検出した。穴の深さは22cmである。第38図 柱穴 1 (S = 1 /30) 
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第 3章第 5節中世の遺構・遺物

第 5節 中世の遺構・遺物

中世の遺構は 1区から 3区までの調査区全域

に広く分布する。おおむね基盤層の粘質士部分

に位置しているが、砂礫土の部分に掘り込まれ

た遺構もある。掘立柱建物15棟、柱穴列 3列、

土城n基、溝 4条が検出された。建物のうち、

大形の建物の柱穴からは中世の遺物が出土し、

年代が明瞭であるが、小形の建物や柱穴列のほ

とんどは遺物を出土せず、柱穴の規模や礎石の

有無等から中世の遺構と判断した。本遺跡が各

時代の複合遺跡であることから、いくつかの小

形の建物は他の時代に属する可能性もある。ま

た、溝についても、近世以降の溝や中世の建物

との位置（平行）関係から中世の遺構と判断し

ているが、近世以降に降る可能性も否定できな

い。土堀についても遺物の出土しなかったもの

がほとんどで、弥生時代に遡ることもありうる。

建物は、 1間X 1間の小規模なものが半数以

上を占めるが、梁間・桁行ともに 2間以上の住

居と考えられる建物が4棟ある。この、 4棟の建

物は、重複関係にある 1棟を除く 3棟が20m前

後の距離を保って配置されていて、それぞれ 1

軒の家として集落の中で同時に存在していた可

能性が考えられる。小形の建物は 1区の南東部

にかたまっているが、隣接して棟の方向を平行

ないしは直交するものがあり、これらも同時存

在の可能性がある。なお、建物としてまとめら

れなかった柱穴も多くあり、中世にはこの丘陵

端部一帯に集落が存在していたのであろう。

建物 9 (No33) 

J 03区から J04区にかけて位置する。 1間X

1間の掘立柱建物で、梁間164cm、桁行204cm、

面積3.3面を測る。棟の方向は N-37°-Wであ

る。柱穴は円形で、長径18~3lcm と幅がある。

最深の柱穴で20cmと浅い。柱穴の埋土は暗灰褐

色粘質士である。弥生土器片が出土した。

建物10(No34) (図版 2)
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1. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

3. 暗灰褐色粘質土

J 03区の北西部で検出された。 1間X 1間の掘立柱建

物で、梁間224cm、桁行279cm、面積6.2面を測る。棟の

方向は N-31°30'-Wである。柱穴は不整形な円形で、

長径25-3lcmだが、不揃いな印象を与える。柱穴の深さ

は9-20cm、埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

建物11 (No32) (第40図、図版 2)

J 04区の北半に位置する。 1間X 1間の掘立柱建物で、

梁間214cm、桁行321cm、面積6.9面を測る。棟の方向は

1N -64°-Eである。柱穴は円形で、長径34-44cmとや

や大きい。柱穴の最深は30cm、埋土は黄褐色斑暗灰褐色

粘質土である。弥生土器片が出土した。

建物 12(No31) 

彎
―

|
l』

-

置

第42図

麟し一11'1

建物13($=1/100)

（第41図、図版

2) 

I 04区の南半

に位置する。 ー

間X 1間の掘立

柱建物で、梁間

214cm、

314cm、

桁行

面 積

6.7面を測る。

第41図 建物12(S = 1 /100) 建物11と同規模で、棟の方向も N-60°-Eとほぽ平行し

ている。柱穴は円形で、長径28~34cm、最深15cmである。弥生土器片が出土した。

I . 
m_J 

旦
I 

編
し、●,1,,-,11111 和

1. 黒褐色粘質土 2. 黄褐色粘質土

3. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

I
 

麟
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四
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L ..、,,1 I I I I I Iや
1. 黒褐色粘質土

2. 黄褐色粘質土

建物13(No69) 

（第42図、図

版 2)

I 04区の中

央付近で検出

された。 1間

X 1間の掘立

柱建物で、梁

第43図 建物15(S = 1 /100) 第44図

間 192cm、

行 334cm、

桁

面

積 6.4面を測

建物16(S= 1 /100) 

はN-35°-Wを示す。柱穴は円形で長径25-32cm、埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

る。棟の方向

建物14(No68) 

HOS区の中央西に位置する。 1間X 1間の掘立柱建物であるが、
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3柱穴で柱の重複が認められた。
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第45図建物17(S = 1 /100) 

第 3章第 5節中世の遺構・遺物

梁間172cm、桁行240cm、

面積4.1面を測る。棟の

方向は N-18゚30'-Eで

あった。柱穴は円形で、

長径27-45cmと幅がある。

柱穴の最深は28cm、埋土

は黄褐色斑暗灰褐色粘質

士である。

建物15(No38) (第43図、

図版 5)

HOS区と H06区とにま

たがって位置する。 1間

Xl間の掘立柱建物で、

梁間239cm、桁行323cm、

面積7.7m2である。棟の方向は N-74゚30'-E を測る。柱穴は円形で、長径が28~33cmあり、北西の

柱穴では直径13cmの柱のめり込みが認められた。

建物16(No37) (第44図、図版 5)

HOS区の北東部に位置する。 1間X1間の掘立柱

建物で、梁間227cm、桁行307cm、面積7.0面である。

棟の方向はN-74゜30'-E で建物15 と平行し、•そ

の距離は2.5mを測る。柱穴は円形で、礎石の残

存していた 3基は長径33-35cm、 1基は20cm。

建物17(No41) (第45図、図版 5・13)

F07区から FOB区にかけて検出された大形の掘

立柱建物である。規模は 3間X2間で、桁行全長

772cm、梁間全長500cm、面積38.6面を測る。柱

間は、梁間が250cm等間、桁行は208_・250・314cm

とそれぞれ異なる。柱穴は円形で、長径36-51cm

と幅があり、東西両辺の柱穴がやや小さいようで

ある。とくに、東辺は隣の柱穴列との桁行柱間が

短く、庇の柱穴列の可能性がある。西辺も庇とす

れば、この建物は南北棟で、東西に庇を付けた構

造となる。梁間の柱穴列の方向は N-68゚30'-W

である。柱穴の埋土は黒紫褐色粘質土で、中世の

土器片と断面方形の鉄釘が出土している。

建物18(No28) (第46図、図版 6)

COB区に位置する。 2間X2間の大形掘立柱建物で、梁間全長402cm、桁行全長543cm、面積21.8m2

□璽疇3

_,,_, 

-8 
ヽ

＼
 

L 暗褐色粘質土

2. 赤褐色・黄褐色斑暗褐色粘質土

3. 灰褐色斑赤褐色・黄褐色粘質土

第46図建物18(S = 1 /100) 

を測る。柱間は、梁間が201cm等間、桁行は231・312cmである。柱穴は円形で長径28-33cmだが、柱
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大田茶屋遺跡 1

1n 

／ 

251 3D1 
In. 

1. 灰褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土 4. 灰黄褐色粘質土斑黒褐色粘質土 t尿粒）

穴 8は長径

18cmと小さく

浅い。北辺で

は中央に柱穴

がなく、北半

分を庇と考え

ることもでき

そうだが、柱

穴 1と6の規

模は他の柱穴

と変わらず、

また、柱穴
2. 暗灰褐色粘質土 5. 灰黄褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土 7・8カゞ とも
3. 灰黄褐色粘質土斑黒褐色粘質土

第47図建物20(S = 1 /100) . に浅くて束柱

—>2 "---上 -~23
、_j_二。

24 
IDcm 

的なことから、本来は 2間X 1間の建物であったとみられる。

棟の方向は N-27゚30'-E。

建物19(No77) 

B10区と C10区にまたがって位置する。調査後の整理で建

第48図 建物20出土土器 (S=l/4) 物と認識した。 1間X1間の掘立柱建物で、桁行352cm、梁

間は256・268cm、面積は9.2面である。棟の方向は N-52°-Wを測る。柱穴は円形で、長径は東辺が

31・46cm、西辺は21cmと大きく異なる。柱穴の最深は12cm、埋士は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

南東柱穴で直径22cmの柱痕跡を確認した。

建物20 (No27• 72) (第47・48図、図版 6・7)

B 10区から B11区にかけて位置する大形の掘立柱建物である。発掘調査時には 2棟の建物を想定し

ていたが、図示したように柱穴が直線で結べるため、 3間X2間の建物と考えたい。規模は梁間全長

380cm、桁行全長834cm、面積31.7m2である。棟の方向は N-41°30'-Eとなる。柱間は、梁間が

184• 196cm、桁行は251・282・301cmとすべて異なる。柱穴は円形で、長径21-39と幅がある。とく

に柱穴10-12は小さくてきわめて浅いため、南側の 1間を庇と考えることもできる。柱穴 8の柱痕跡

は直径20cmである。建物20の柱穴 3・4からは図示した土師器が出土した。 22・23は杯、 24は小皿で

ある。 23・24ともに底部はヘラ切りされている。小片で＇はあるが、鎌倉時代のものか。

建物21 (No26) (第49図、図版 7)

B 11区から All区、そして Al2区と延びる長大な掘立柱建物である。柱穴の残存状況がきわめて悪

く、建物の全貌がかならずしも明瞭ではない。とくに、東端の張出部分については疑問もある。しか

し、地形と柱穴の残存状況から判断して、建物の東半部分については図示した以外の柱穴の存在は考

えにくい。建物の規模は 6間X2間で、梁間全長390cm、桁行全長1168cm、面積は45.2面を測る。東

端で北側の梁間 1間分が桁行方向に 1間突出している。突出部の面積は3.0m2である。梁間・桁行と

もに柱間は一定せず、 163-208cmの幅がある。棟の方向は N-62°30'-Eとなる。柱穴は方形に近い

平面形のものもあるが、多くは円形ないしは楕円形である。柱穴の長径は50-72crnと大きく、ほとん
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第50図建物22(S = 1 /100) 

どの柱穴で直径30cm前後の柱痕跡を確認し

た。柱穴 5は柱痕跡のみかもしれない。柱

痕跡には数種の土がみられる。遺物として、

柱穴 4・6から鉄滓の出土をみている。 2

区では、建物18と重複して、中世の土器片

と鉄滓を出士した柱穴があり、このことか

ら建物21の時代も中世と考えたい。

建物22(No 5) (第50図、図版 7)

B 16区の北東隅にある。 2間X 1間の掘

立柱建物で、梁間235cm、桁行全長249cm、

面積5.9面を測る。桁行の柱間はほぼ等間

である。棟の方向は N-68°30'-Eとなる。

_i;・ 遭
"""' <I 

,; 

雷 cc攀

D 2m 

1. 暗灰褐色粘質土 4. 白色粘板岩片混灰黄褐色粘質土

2. 黒褐色砂質土 5. 黄褐色斑暗灰褐色粘質土

3. 暗灰褐色粘性砂質土

第49図 建 物21 (S = 1 /100) 

柱穴であるが、四隅は不整形な楕円ないしは方形で長径35

-45cm、桁行中央柱穴は円形で長径27・32cmと小さい。南

側桁行の柱穴では直径15cmの柱痕跡を確認している。柱穴

の埋土は黄褐色斑暗灰褐色粘質土である。

建物23(No 3) (第51図、図版 7)

B16区と B17区の境界に位置する。 2間X l間の掘立柱

建物である。平面形は不整形な四辺形を示す。北梁間

;――; 
-- 匹

0 2m ― 1. 暗灰褐色粘質土

第51図建物23(S = 1 /100) 
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大田茶屋遺跡 l

126.2(1m 

。
lm 

1 . 灰黄褐色粘質土 3. 灰黄褐色粘質土

2. 灰褐色粘質土 4. 褐灰色粘質土

第52図土壊6 (S = 1 /30) 

l2f3.lll!'I 

282cm、南梁間314cm、東桁行全長437cm、西桁行全長

449cm、面積13.2面を測る。東桁行の方向は N-14°-E 

である。柱穴は円形で長径15-23cmと小さく、柱穴 4を

みると柱のめり込み部のみの検出かもしれない。

柱穴列 3 (No67) (図版 5)

F06区から G06区にかけて 5基の柱穴がL字状に配置

されているのが検出された。南北列の方向は N-83°30' 

-wとなる。南北列の柱間は265・305cm、東西列の柱間

は166cm等間を測る。柱穴は円形で長径23-34cm。

柱穴列 4 (No64) (図版 5)

慕
f
t鼻）

答
麦/

]
 

誓心
ぷ『唸）

10an 

G07区の中央にある。

柱穴 3基からなり、柱

間は142・176cmである。

方向は N-12°30'-E 

を測る。柱穴は円形で

゜

一
1. 暗灰褐色粘質土

第54図土堀7 (S = 1 /30) 

第53図土壊6出土土器 (S=l/4) 長径が22-26cm。

柱穴列 5 (No63) (図版 5)

F07区にある柱穴 3基の列である。

方向は N-60°30'-E。柱間は

108・118cmを測る。柱穴は円形か隅

丸方形で、長径25・27・49cm。

土堀6 (No51) (第52・53図）126.20m 

ここ'0- 1m 

1. 暗灰褐色粘質土

2. 黒褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土

第55図土壊8 (S = 1 /30) 

G02区とG03区の境界にある。平

面形は不整形な円形で、長径132cm、

深さ57cmを測る。城壁の傾斜は垂直に近く、底は平坦面となる。

埋土は 1層と 2-4層で大きく 2分される。 1・3・4層には地

山の砕粒が含まれている。出土遺物は図示した須恵器片のみであ

る。勝田焼の甕の胴部片で、鎌倉時代初頭頃であろうか。

土壊7 (No46) (第54図）

J 04区にある。平面形は不整円形で、長径72cm、短径68cm、深

さは32cmを測る。堀壁の傾斜は急で、底部は平坦面となる。埋土

には灰黄褐色粘質土の小塊や炭粒を含む。遺物はなかった。

土壊8 (No48) (第55図）

I 04区にある。平面形は円形で、長径67cm、深さ29cmを測る。

- 26 -

l26.30m 

。
lm 

1. 暗灰褐色粘質土

第56図土壊9 (S = 1 /30) 
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O. 
1m 

nu 

i
 126.4Qm 

m
 

I
i
 1. 暗灰褐色粘質土 1. 黄褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土

第57図土堀10(S= 1 /30) 第58図土堀11 (S = 1 /30) 

須恵器の口縁部の小片があり、古代以

降のものと考えられる。

土蠣10(No53) (第57図）

G03区の南東隅にある。平面形は卵

形で、長径70cm、深さ28cmを測る。堀

壁の傾斜は急で、底部は凹面をなす。

出士遺物はなかった。

土壊11 (No52) (第58図）

H05区の南半に位置する。平面形は

第 3章第 5節中世の遺構・遺物

城壁は急傾斜で、底部には凹凸

がある。埋土の上層には炭粒が

点々と含まれ、下層はブロック

状混合土になっている。遺物に

は中世らしい土器片がある。

土堀 9 (No49) (第56図）

H04区の南東部にある。平面

形は不整形な楕円で、長径は

102cm、深さ 50cmを測る。堀壁

は垂直に近く、底部は少し傾斜

した平坦面になる。遺物として、

~-~,,·/ 
゜

1m 

゜
lm 

長方形に近く、長軸92cm、短軸77cm、 1 . 暗灰褐色粘質土 L 暗灰褐色粘質土

深さ 18cm を測る。堀壁は垂直に近•く、 第59図 土 塘12(S = 1 /30) 第60図土壊13(S= 1 /30) 

；
 

126.40n 

。
lm 

1. 灰黒色粘性砂質土

2. 黒褐色粘性砂質士

第61図土堀14(S = 1 /30) 

底部はわずかな凹凸はあるものの平坦面となる。埋士はプロック

状の混合土となっている。遺物はなかった。

土堀12(No 18) (第59図）

C 11区の北西隅にある。平面形は楕円形で、長径68cm、深さ

24cmを測る。城壁の傾斜は急だが変化があり、底部も平坦面が小

さい。遺物はなかった。

土凛13(No19) (第60図）

B 10区の北半に位置する。平面形は楕円形で、長径70cm、深さ

35cmを測る。堀墜の傾斜は垂直に近いが、地山の礫が露出してい

る。底部は平坦だが凹凸がある。遺物は出土していない。

土堀14(No20) (第61図）

All区の南端にあり、建物21の中央付近に位置する。平面形は

方形で、長軸103cm、短軸89cm、深さは 9cmを測る。北西隅に直径45cm程度の柱痕跡らしい灰黒色粘

性砂質土の塊が認められ、柱穴の可能性もある。遺物はみられなかった。

土堀15(No74) (第62図）

A12区の北西部に位置する。完掘していない。土堀16により破壊を受けている。不整形な円形の土
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大田茶屋遺跡 1

127.40m 

n3卜
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m
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1. 淡灰黄褐色粘性砂質土 4. 灰褐色粘性砂質土 7. 暗灰褐色粘性砂質土

2. 混礫灰褐色粘性砂質士 5. 暗灰褐色粘性砂質土

3. 暗灰褐色粘性砂質土 6. 黄色斑灰褐色粘性砂質土

第62図土堀15・16(S = 1 /30) 

城とみられる。深さは

38cmである。城壁の傾

斜は一定せず、底部に

は凹凸がある。埋土の

観察によれば、 2基の

士城の重複か掘り直し

の可能性がある。遺物

として、内而に同心円

のタタキ目を残す須恵

器片がある。

土堀16(No73) (第62

図）

土城15と重複し、土

城15より新しい遺構で

ある。完掘していない。

平面形は不整形で、底

126. 印m

w 

。
lm 

第63図溝3 (S = 1 /30) 

纏：

部は 2段になる。深さ33cmを測る。出土遺物はない。

溝 1 (No70) (図版 5)

G06区に位置する。直線的に延びる溝である。最大幅33cm、

深さは12cm程度と残存状況は悪い。出土遺物はない。

溝 2 (No71) (図版 5)

F07区から F08区にかけて検出された。わずかに弧状を描く．

ように走る。

深さは数cmと

浅く、残存状

況は悪い。最

126.20m 1滋珈

誓~呻紅~芦 1 . 灰褐色粘性砂質土

2. 暗灰褐色粘性砂質土

3. i炎灰褐色粘性砂質土

4. 灰褐色粘性砂質土

大輻は47cmを

測る。出士遺

物はみられな

第64図溝4 (S = 1 /40) 

溝 3 (No76) (第63図、図版 6)

D09区で検出された。不整形で、幅が54-115cmとジグザグに変化する。深さは20cmである。遺物

かった。

は出土していない。検出が困難であったため、より古い時代の遺構であるかもしれない。

溝 4 (Nol 0) (第64図、図版 6)

C 10区、 C11区、 Bli区とほぽ直線的に延びる。谷部の黒ボク層を掘り込んで作られていたが、表

土剥ぎで黒ボク層を除去したため、検出部分は底部付近のみとなってしまった。検出部分で幅32-

134cm、深さ24cmを測るが、第64図上段の調査区の側壁の断面観察によれば、深さは60cm前後あった

ことが判る。遺物に中世の土器片が出土している。建物21の棟方向と平行するようで注意される。
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第 3章第6節 近世以降の遺構・遺物

第6節 近世以降の遺構・遺物

近世以降の遺構は 1区から 3区までの全域

で確認されている。 1区と 3区の遺構は主に

農耕地に伴うもので、近代以降のごく新しい

遺構とみられ、 2区の中央部から東半にかけ

ては、江戸時代の屋敷地と墓地が検出された。

2区の中央付近に石積みの溝があり、その西

に接して 8基の墓穴が密集していた。墓穴は

鉤の手に並んでいるようで、おそらくは方形

の墓地があったものとみられる。小さな 1基

の墓穴を除き、いずれの墓穴からも18世紀後
(1) 

半の煙管が出土している。ある一時期の一家

の墓地と考えられる。 2区の東端部分では不

整形な土漿が4基あり、底面も凹凸が激しく、

あるいは立木跡ではないかと思わせる。この

部分を庭と考え、これと石積みの溝との間に

礎石建ちの屋敷を想定したい。礎石は当然に

後世の削平を受けて消失している。・ 2区の最

~
 ...
.. 

ヽ
尽『

東端の土城25は桶状のものを据えていて、あ <I...._ 

るいは手水跡ではないかとみられる。このよ

うに、江戸時代の中期には 1軒の屋敷が墓地

を伴って存在していたと考えられるが、その

存続期間は短く、その後は農耕地として開墾

されて現代に至ったものと思われる。

土堀17(No55) (第66・67図、図版12)

G07区の南西隅で検出した。平面形は卵形

で、長径153cm、短径124cm、深さ21cmを測る。

墟壁の傾斜は緩く、底部は皿状を呈する。図

示した遺物は磁器椀と備前焼の灯明皿である。

椀の文様は薄墨色を発する。

土堀18(No56) 

大形の方形土城の角を検出したにすぎない。

土城17の南に近接し、大部分は調査区外にあ

る。検出部分で長辺110cm、深さ 8cmを測る。

埋土は灰褐色粘質土である。

土堀19(No61) (図版 8)

F06区にある。長楕円形と隅丸方形の二つ

／ 

~ N 

·゚— 11 

＾ 塁

― 
II 
Cl') 、__.

＊ 
＼ 

』
~ 、*

"i-

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

ー

- 29 -



大田茶屋遺跡 1

1滋40m

i 
1. 黄褐色粘土斑暗灰褐色粘質土 3. 灰褐色粘質土

2. 暗灰褐色粘質土 4. 褐灰色粘質土

第66図土壊17(S= 1 /30) 

111 1
i
 

懸
26 

ーニ三~

の土堀が重複している。

長楕円形士城は長径

268cm、短径154cm、深

さ63cmを測り、底部は

8の字状に円が連続し

ている。方形土堀は楕
? 1,.............,111111 I ,~an 

第67図土壊17出土土器円土墟より古く、長軸

(S = 1 / 4) 195cm、i架さ 45cmを測

る。ともに城壁の傾斜は垂直に近く、底部は平

坦面となる。その規模・形状・ 位置から判断し

27 

て、畑の肥料貯蔵穴であろう。近代に降るか。

土壊20(No 6) (図版 8)

ClO区の南東部を占める大形の土城である。

検出部分で長径750cm、深さ54cmを測る。堀壁

の傾斜は緩く、底部は広い平坦面となっている。土城のなかほどに集石が認められたが、炭や焼士を

多く含んだ薄層にのっていて、土層観察から別の遺構に伴うと判断した。 一堀20は溝 5との関係が明

瞭ではないが、同時存在とすれば、池のような施設が考

＼
 

えられる。出土遺物に備前焼の灯明皿がある。

土壊21• 23• 24 (No21・23・24)

Al2区から B13区にかけて 3基の土堀が並んで検出さ

れた。いずれも不整形で浅く、底部は凹凸している。埋

士は黒ボクに似た土であった。立木の株穴ではないかと

思っている。出士遺物はない。

土塘22(No22) 

~
二2

8

29 

lfcrn 

126.70m 

nt 
m
 

1-•I 

1. 黒褐色粘性砂質土

第68図土塘25(S = 1 /30) 
30 

第69図土塘25出土土器 (S=l/4)
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第 3章第6節 近世以降の遺構・遺物

Al2区にある。土壊21・23などと同じく地山の砂礫士部分に掘られているが、城壁の傾斜は急で、

底部もほぼ平坦である。不整形な方形で、長軸87cm、短軸70cm、深さ38cmを測る。出土遺物はない。

土堀25(No25) (第68・69図、図版 9・12)

B 14区に位置する。不整形な円形で、長径139cm、短径135cm、深さ43cmを測る。城壁の傾斜は西側

が緩く、東側は垂直に近い。底部は平坦面となっているが、周縁に幅 9-20cm、深さ 5cmの溝が巡っ

ている。壊内では多くの礫が密集して出土した。礫は長径15-40cmで、角礫が多かった。検出状況か

ら推測すると、底面の溝は直径80-90cmの桶のような物を埋置した痕跡とみられ、この桶の中に礫を

詰め込んでいたのではないかと考えられる。おそらく手水の水を受ける施設であろう。図示した遺物

のうち、 28は磁器の小鉢で、内面は白色、外面は明緑灰色を呈する。内面の文様は灰青色に発色して

いる。 29は瓦質の灯明皿で、内面の環状突起に煤が付着している。 30は瓦質の火鉢と思われる。底部

と体部の接合面にはカキ目状の傷をつけ、外面の下半にはエ具でなでたような痕跡を残す。

溝 5 (No 8) (図版9)

B09区、 B10区、 C10区とほぼ直線的に延びる石組の溝である。溝の掘り方は幅90-105cm、深さ

は31cmである。両側の石積は大部分が 1段だけの残存であったが、下流にあたる北側の調査区端では

2段が残り、その高さは35cmあった。石積には小石による裏込めが粗くなされていた。両側の石積の

距離は30-35cmを測る。この溝は土城20と接しているが、接触部から Smの間には石積はみられな

かった。出土遺物に備前焼の灯明皿がある。

溝 6 (No 9) (図版 9)

溝 5と平行する直線的な素掘りの溝である。溝 5との距離は60-80cmにすぎない。幅40cm、深さ

38cmを測る。底部は北に向かって低くなり、溝 5と同じ傾斜をもっている。

溝 7(No75) 

B 14区の南西部にある。直線的な素掘りの溝で、幅24cm、深さ12cmを測る。わずか 4mほどの検出

にすぎないが、溝 5・6と走行が直行するようで、方形の区画を形成しているかもしれない。

墓地（第70図、図版 6)

C 10区の南半で近世墓が 8基群集しているのが検出された。鉤形に並ぶようで、墓地として区画さ

れていたのではないかと考えられる。調査区南壁にも墓が露出していることから、墓地はさらに南に

延びている。

8基のうち、

墓 8は小さく

て浅く、他の

すべての墓で

出土した煙管

がみられない

ことから、子

供の墓と考え

られる。他の

7基の墓では、

鋏をもつもの
゜

2m 

第70図近世墓配置図 (S= 1 /60) 
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大田茶屋遺跡 1

とないものがあり、もつもの

が墓 3・6・9とあって、墓

8が墓 9に接していることを

みると、女性の墓ではないか

と思われる。墓の配置をみる

と、墓 2・3、墓 4・5、墓

6・7がそれぞれ対をーなすよ

うで、墓 6・7からは共に椀

が出土するなど、鋏のことも

考え合わせ、夫婦の墓が連続

しているとみられる。

墓 2 (No17) (第71図、図版

10・13) 

墓城は楕円形で、長径

100cm、深さ 57cmを測る。釘

がかなり出土し、木棺の使用

は確実である。底面の中央に

0. 

126.30m 

lm 

1. 灰褐色粘質土

2. 混礫暗灰褐色粘質土斑

灰黄褐色粘質士

3. 灰褐色粘質士

第71図墓2 (S = 1 /30) 

126箕30m

nu
ト m

 
1
i
 

1. 砂礫混じり灰褐色粘質土

2. 暗灰褐色粘質土

第72図墓 3 (左）• 4 (S = 1 /30) 

煙管の吸い口、西隅に銭貨の集合がみられる。出土遺物は、煙管吸い口 1本、銭貨13枚、釘10本であ

る。銭貨は銅銭 7枚と鉄銭 6枚で、銅銭はすべて新「寛永通賓」であった。

墓 3 (Nol 6) (第72図、図版10・13・14)

重複した墓堀の新しい方である。楕円形で、長径98cm、深さ56cmを測る。多数の釘が出土し木棺の

使用が考えられる。底面の中央から煙管と鋏が出土し、西寄りに銭貨が並んで置かれていた。出土遺

物は、煙管 1本、煙管吸い口 1個、鋏 1丁、銭貨 8枚、釘30

本である。銭貨は銅銭 6枚と鉄銭 2枚で、銅銭には北宋，銭の

「元祐通賽」 1枚と「寛永通賓」 5枚があり、文字が明瞭な

もの 3枚は新「寛永」である。

墓 4 (No16) (第72図、図版10・13・14)

墓 3によって半分を破壊されている。円形の墓城で、長径

102cm、深さ42cmを測る。木棺墓と考えられる。底面の中央

から煙管の雁首と銭貨 3枚が出士し、この墓に副葬されたと

推測される煙管の吸い口が墓 3の墓城の西肩口で検出された。

出土遺物は、煙管雁首 1個、銭貨 3枚、釘 4本である。銭貨

はいずれも銅銭で、文字の明瞭な 2枚は新「寛永通賓」である。

墓 5 (No15) (第73図、図版10・14)

ほぼ円形の墓堀で、長径115cm、深さ49cmを測る。検出面

で方形に近い木棺痕跡が認められた。底面の中央南寄りで、

遺物が集合して出土した。煙草道具と銭貨が重なり合ってい

た。出土遺物は、煙管 1本、火打ち金 1個、煙草入れのもの

126.20m 

O. lm 

1. 灰黄褐色粘質土（小礫多）

2. 灰褐色粘質土

3. 暗灰褐色粘質士

第73図墓5 (S = 1 /30) 
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第 3章第6節 近世以降の遺構・遺物

ー
＋
＼
ハ
ー

126.lOm 

126.20m 

10cm 

第76図墓7出土磁器

(S=l/4) 

と思われる留金具・飾り金

1. 黄褐色粘質土斑暗灰褐色粘質上 • 
具各 1個、銭貨29枚、釘20

2. 暗灰褐色粘質土斑黄褐色粘質土 本：で、この墓地のなかでは
1. 暗灰褐色粘質土斑黄褐色粘質土

2. 黄褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土 第75図 墓 7 (S = 1 /30) もっとも多くの遺物を副葬

第74図 墓 6 (S = 1 /30) していた。銭貨には布の付着したものがあり、巾着に入ってい

た可能性がある。煙管は検出時に植物の皮のようなものが巻かれ、その上に黒漆が塗布されていたよ

うであった。銭貨は銅銭16枚、鉄銭13枚である。銅銭は判読不能な 4枚を除きすべて「寛永通賓」で

〇 lm 

゜
lm 

あったが、古「寛永」 3枚に対し新「寛永」は 9枚含まれていた。

墓 6 (No14) (第74図、図版10・14・15)

墓城はほぽ円形で、長径112cm、深さ51cmを測る。検出面で方形の木棺痕跡らしい線が確認された。底

面の中央で煙管、北東の隅で椀•鋏• 銭貨が出土した。椀は漆塗りの木製品とみられ、赤色と黒色の漆

の皮膜が残存していた。出土遺物は、木製椀 1個、煙管 1本、鋏 lT、銭貨12枚、釘 9本である。銭貨

には布の付着したものがみられた。銭貨は銅銭 5枚と鉄銭 7枚である。

銅銭はすべて「寛永通賓」であったが、古「寛永」が 1枚認められた。

墓 7 (No13) (第75・76図、図版10・16)

不整形な円形の墓城で、長径96cm、

深さ55cmを測る。検出面で明瞭な方

形の木棺痕跡を確認し、その一辺は

53cmであった。底面の中央から磁器

椀と煙管と銭貨が出土した。出士遺

126.10m 

~ 
0-

物は、磁器椀 1個、煙管 1本、銭貨

4枚、釘 9本である。磁器椀は灰青

色の染付で、外面に海浜風景を描き、

lm 見込みには鳥が群れて飛ぶ様を意匠

126.lOm 

゜
lm 

1. 暗灰褐色粘質土
1 . 黄褐色粘質土斑暗灰褐色粘質土しているようである。銭貨は銅銭 2 2. 暗灰褐色粘質土斑灰黄褐色粘質士
2. 1より黄褐色斑多く淡色

枚と鉄銭 2枚である。銅銭は判読可

第77図墓8 (S = 1 /30) 
第78図墓9 (S = 1 /30)・

能な 1枚が新「寛永通賓」で、鉄銭
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大田茶屋遺跡 l

の 1枚でも「永」の字が明瞭に判読できた。

墓 8 (Nol 2) (第77図、図版10・15)

墓渡は円形で、長径73cm、深さ22cmを測る。検出面で方形の木棺痕跡を確認した。その一辺は42cm

である。底面の中央部西寄りで銭貨の集中出土がみられた。また、木棺痕跡の辺と平行するような形

で、釘の列が二辺認められた。釘は先を上に向けていたことから棺の底板を打ちつけたものであり、

このことからも木棺が方形であったことが知られる。出土遺物は、銭貨22枚、釘58本である。銭貨に

は布の付着したものがあった。銭貨は銅銭17枚と鉄銭 5枚で、銅銭の占める割合が高い。銅銭は、判

読不能な 2枚を除き、すべて新「寛永通賓」である。また、鉄銭の 1枚も「寛永通賓」と判読するこ

とができた。

墓 9 (Nol 1) (第78図、図版10・16)

土壊20によって上部を破壊されている。墓堀は円形で、長径81cm、深さ43cmを測る。底面から釘が

直線的に並んで出土したため、木棺はやはり方形と考えざるをえない。底面から直角をなすような形

で煙管と鋏が出土した。出土遺物は、煙管 1本、鋏 l丁、釘13本で、銭貨が出土しなかったことは注

目される。

注

(1)古泉弘『江戸を掘る』柏書房 1983年

(2)佐賀県立九州陶磁文化館常設展示、有田・広瀬向窯出土染付青磁碗蓋(18世紀後半）に酷似

付載 大田茶屋遺跡出土の赤色顔料について

福岡市埋蔵文化財センター 本：田 光；子

宮内庁正倉院事務所 成；瀬正和

はじめに 大田茶屋遺跡の配石土城墓（墓 1) 出士の赤色物について、その材質と状態を知るため

に顕微鏡による観察およびX線分析を行った。墳募出土例や土器• 木器等の彩色例に関する現在まで

の知見に寄れば、出土赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第 2鉄Fe2かを主成分とするベンガラと、

赤色硫化水銀HgSを主成分とする朱の 2種が用いられている。これ以外に古代の赤色顔料としては、

四三酸化鉛を主成分とする鉛丹があるが、出土例はまだ確認されていない。ここでは、これら三種類

の赤色顔料を考えて調査を行った。

試料 赤色頻料の出土状況は第32図のようであり、提供を受けた資料は「赤味を帯びた土」である。

これを実体顕微鏡下で観察すると、明る＜しかも濃い赤色をした朱のように見える赤色物が土状の骨

の組織の中に面状、層状に付着したり入り込んだりしたものと、径約 1-2 mmの赤色物の凝集した小

塊および土からなっていた。この「赤味を帯びた土」は遺骸が腐朽したものでいわゆる骨粉状であり、

赤色物の層や小塊との明確な分離は無理であったが、出来る限り調整（混入土砂、骨片等央雑物の除

去）し、針先に付く程度を検鏡用に、・ 残りを X線分析に供した。

顕微鏡観察 光学顕微鏡により透過光・落射光40-400倍で検鏡した。検鏡の目的は、赤色顔料の

有無・ 状態・種類を判断するものである。古代の三種の赤色顔料（朱、ベンガラ、鉛丹）は特に微粒
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付載 大田茶屋遺跡出土の赤色顔料について

の物が混在していなければ、粒子の形状、色調等の違いから検鏡により見極めがつく。

今回の試料には、赤色顔料としては朱粒子だけが認められ、ベンガラ粒子は認められなかった。粒

子径は最大で約zoμmで、 10μm以上の粒子も含まれるが、約o.s-5μm前後が大半を占める。

蛍光X線分析 赤色顔料の主成分元素の検出を目的として実施したものである。理学電機工業（樹製

蛍光X線分析装置を用い、 X線管球；クロム対陰極、印加電流； 20mA、分光結晶；フッ化リチウム、

検出器；シンチレーション計数管、ゴニオメーター走査範囲 (28) ; 10-65°、走査速度； 288゚／

分、時定数； 0.5秒の条件で測定を行った。赤色顔料の主成分元素としては水銀と鉄が検出された。

水銀の X線強度は鉄のそれに比べて著しく大きかった。この他、マンガン、ストロンチウム、ルビジ

ウムなどの元素が検出されたが、これらはみな主として混人の士砂に由来するものと考えられる。た

だし、鉄は土砂部分にも必ず含まれるので、赤色顔料由来のものとの区別は蛍光X線強度から判断し

た。

X線回折 赤色の由来となる鉱物成分の検出を目的として、理学電機（悧製文化財測定用X線回折装

置を用い、 X線管球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、印加電圧； 25kV、印加電流； lOmA、

検出器；シンチレーション計数管、発散および受光側スリット； 0.34°、照射野制限マスク（通路幅）

; 4 mm、ゴニオメーター走査範囲 (28) ; 30 -66°、走査速度； 2 8 4゚ ／分、時定数； 2秒の条件で

測定を行った。赤色の由来となる鉱物として、辰砂 (Cinnabar赤色硫化水銀）が同定された。赤鉄鉱

(Hematite酸化第二鉄）のピークは認められなかった。この他、石英、長石などが確認されたが、そ

れは主として混入士砂に由来するものと考えられる。

まとめ 検鏡結果で朱、蛍光X線分折で水銀、 X線回折で辰砂が確認されたので、本試料は朱（赤

色硫化水銀）である。最多頻度径は小さいが粒子径範囲がやや大きいので均一性に欠ける。

筆者等は北部九州地方の弥生時代から古墳時代の墳墓出土赤色顔料について数百例の調査を行って

きたが、その傾向を簡単にまとめると次のようになる。

甕棺墓内出土赤色顔料は当初から朱が主流であり、甕棺墓の衰退する後期前半からは墳墓での朱の

使用料が急激に減少する。その頃山陽• 山陰地方では墳墓での朱の使用量が増えるように見受けられ

る。また、北部九fl-Iでは朱は時期によりその粒度が異なる可能性があると思われる。今までの調杏例

は少数であり、おおまかな傾向としてしか捉えられないが、大きく 2つのタイプにはわかれる。前漢

鏡を伴う甕棺墓から出土する朱はその細かさ・均一性において傑出しているようであり、それ以前、

以降の甕棺墓出土朱はそれに比べて粒度が大きい。

当地方の墳墓出土赤色顔料を実見するのは 2例目であるが、他の 1例は楯築遺跡出土朱であり、そ

の粒度は北部九1-M地方で後漠鏡と共伴する朱のそれに近い。本試料の粒度は楯築遺跡出土のそれとは

まったく異なる。比較的細かいが、 10μm以上の粒子が含まれるので粒径範囲と均一性の点で、上記

の傑出した朱とは異なるが、この配石土堀墓の時期を考える上では典味深い事実ではないだろうか。

筆者の一人本田は出士朱の分類には粒度の差に表れる事実が考古学的には有効であると考え、現在、

試料調整や測定方法等を実験している段階であり、出土状況、時期、試料採取状況の明確な試料を増

やし検討を重ねたい。当地方出土の朱の粒度についての調査例に期待したい。

今回調査の機会を頂きました岡山県古代吉備文化財センター平井勝氏、岡本寛久氏に感謝致します。
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大おお田だ茶ちゃ屋や お岡かや山まけ県ん津つや山ま市L 35度 134度 19930501 
県道津山

加茂線建33203 5分 0分 鼻・--・ 3557 
遺いせ跡き 大おお田だ 22秒 14秒 19931206 

設に伴う

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大田茶屋 集落跡 縄文時代 土城 3基 縄文土器，石鍬， 谷尻式期•沢田式
墓地 晩期 石鏃 期の 2時期あり

弥生時代 竪穴住居 3軒 弥生土器，石鏃 住居より建物が多

中期～後期 掘立柱建物 8棟 し、

土城 2基 l間X1間の細長

配石土城墓 1基 い建物が主体

古 代 柱穴列 2列 なし 掘立柱建物から礎

（奈良時代？） 石建物に変えたか

中 世 掘立柱建物 15棟 土師器，須恵器， 住居と考えられる

（鎌倉時代？） 柱穴列 3列 鉄釘 建物は 4棟

土城 11基

溝 4条

江戸時代 木棺墓 8基 土師器，陶器，磁 木棺は方形の箱型

溝 3条 器鉄釘，煙管， 18世紀後半か

池？ 1基 銭貨（寛永通賓， 鋏は女性に伴うか

土城 3基 元祐通賓），鋏 屋敷と墓が隣接し

ていたか
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図版2
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建物20(北東から）
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図版8

柱穴列1・2、土墳19
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